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 第24号 平成28年 3月  

委員長 竜門陽子 

編 集 寺下邦彦 

   世界がもし100 人の村だったら 

        「世界からも、子どもが消えています」        

                 寺 下 邦 彦 

◎小学生と中学生を 100 人とすると，朝食をかならずたべるのは 77 人です。  

19 人はたべないことがあります。 

2 人はほとんどたべません。  

70 人は，給食をいつも，あるいはときどきのこします。 

 日本のわたしたちは，世界でいちばんたくさんのたべのこしを捨てています。  

わたしたちが捨てるたべのこしは，年に 2000 万トン以上です。  

世界の食料援助量は，年に 1000 万トンです。  
 

◎50年前、日本がもし100人の村だったら、子どもは35人でした。 

それがいまは14人です。 

このまま減ると、2050年には7人になります。 

世界からも、子どもが消えています。 

子どもは、たくさんいるのです。 

でも、社会にいないことにされている「見えない子ども」が増えているのです。 

       『世界がもし100 人の村だったら ③たべもの編』、『世界がもし100人の村だったら ④子ども編』 

 

 有名になった『世界がもし100 人の村だったら』（池田香代子＋マガジンハウス編）からの

一部抜粋ですが、特に２つ目の「世界からも、子どもが消えています」は、大いに気になる表

現です。 

出生した子供が登録されていない国が多いということです。 

しかし、最近の新聞報道を見ますと文字通り日本から消えた子供たちが2,900人いたそうで

す。厚労省が２年間の調査を初めて行った結果、不明の子供たち（18歳未満）の数は18人まで

絞れたとのことです。しかし、うち2名は殺害されている可能性が高いといいます。 

さらに不明の子供たちは、事件に巻き込まれたか、虐待を受けている可能性があるので、さら

なる調査を進めるよう通達を出したそうです。 

 学校保健に少しでもかかわる者として、子供たちの健全な成長を見守る必要があります。 

まして、子供が突然いなくなったり、傷つけられるようなことがあっては絶対に許せません。 

これは私の思いです。 
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養老孟司氏の講演会にて 

 養老孟司先生の講演会で質問に立った26歳の女性、ご自分の祖母がどんど

ん認知が進んでいく中で、不安で仕方がないどうしたらよいのかわからない

と涙ながらに訴えられました。話がまとまらないともいわれる。 

 これを受けた先生は、「不安な気持ちはわかります、先のことなど誰にも

わかりません。しどろもどろになり話がまとまらないのは当然のことです。 

自分の命日を知っていますか？ご自分にとって一番大切な情報であるにもか

かわらずわかるわけがないのが未来です。今の情報過多の時代ですからすべ

てわかっていないと不安です。情報は、すべて過去の出来事です。 

一寸先は闇。だから人は不安になるのです。 

少しは後ろを向いてみればよいのです。後ろには明かりがあります。 

今までのことやこれからの不安を人に話せるように、苦しいでしょうがそのことを情報化しなさ

い。」とおっしゃられました。解剖学者の先生はさらに「初めて解剖した方の気持ちはどんな

だったでしょう。開けるまで何も分からないのですよ。ヒトの中はこんなになってるんだ！驚い

たでしょう。それをきちんと情報として整理していく作業でこそ心は落ち着くのです」 

少し要約ですが、このように私は受け止めました。 

私は最近、「知らなくって当然です」とよく使うのですが、 

養老先生も「分からなくって当たり前です」といった言葉が随所で出てきます。 

この言葉は、ちょっと救われたような気がすると思うのです。 

（3月5日 松原市文化会館   寺下記）        

養老孟司先生  

『病気がイヤなら「油」を変えなさい!―危ない“トランス脂肪”だらけの食の改善法 』山田 豊文  

 

 

 

 

『食事でかかる新型栄養失調 』小若 順一 (著), 国光美佳 (著), 食品と暮らしの安全基金 (著) 

NY市・飲食店での使用全面禁止、ヨーロッパ・削減運動推進、日本・規制なし…。世界が

注目する危険な油“トランス脂肪”を、それでもあなたは摂り続けますか?「正しい油」

を摂れば、病気はみるみる改善する!予防医学の専門家が教える、病気にならない油の選

び方。 

「栄養失調」というと、はるか昔の話か、遠い外国のことかと思われるかもしれません

が、じ つ は 日 本 人 の 多 く も 現 在、「栄 養 失 調」の 危 機 に 直 面 し て い ま す。 

厚生労働省が発表する「食事バランスガイド」に照らし合わせると、十分な栄養が摂れて

いるはずなのに、じつは大きく不足している栄養素（ミネラル）があり、続けると心身に

不調をきたす食生活。それが現代日本を覆う“新型栄養失調”です。 



3 

                  （文 寺下邦彦） 

爺 さんが「一粒撒いたら千粒になーれ」とうたいながら豆をまいていると、タヌキが出てきて「一粒

は一粒のまんまさ」と、憎体口（にくてぐち）を言いますので、怒った爺さんはタヌキを捕まえて、タヌ

キ汁にしようと家の天井からつるしておいたのです。 

また畑に出て帰ってくると、ばあさんがいません。タヌキは、ばあさんをだまして縄をほどいてもらっ

て、なんてことでしょう。殺してしまったのです。 

タヌキは、爺さんに「できたのはタヌキ汁でなくって、ばばあ汁だよ。縁の下を見てみな」 

と言い残して逃げてしまいました。縁の下には、ばあさんの骨と着物がありました。 

爺さんが泣いていると、ウサギがやってきて、話を聞いた後、タヌキのところに行き、もうすぐ冬だから

柴刈りに行こうといって山に連れ出します。タヌキに柴をたんと背負わせて、後ろからカチカチと火打ち

石で火をつけました。 

 タヌキ「カチカチ言うのは何の音だね」 

 ウサギ「ここはカチカチ山だからね。カチカチいうのさ」 

すると勢い良く燃えだした背中の柴で、タヌキは大やけどです。 
 

翌日、ウサギはタヌキのところにやってきて「あれは北山のウサギがやったこと、俺は西山のウサギだ。

大変だったな。薬を塗ってやろう」といって、唐辛子をすり込んだのですからたまりません。ひいひい泣

いて転がりまわるタヌキでした。 

何日かして、ウサギが舟を作っているところへ、タヌキがやって来て、怒りますと 

 ウサギ「私は東山のウサギだ。そんなことは知らん。今、魚をたんまり取るための舟を 

     作ってるんで忙しい」 

 タヌキ「そいつはいい、俺にも舟を作ってくれ」 

 

ウサギは、泥でタヌキの舟を作ってやって一緒に漁に出ます。 

ウサギは「舟のヘリをトントンたたくと魚が寄ってくるよ」といってヘリをたたきますから、 

タヌキも真似をしてたたき出すと、舟が崩れ、ずぶずぶと水が入ってきてタヌキもろとも沈んでしまいま

した。二度と浮かんでこなかったそうです。 
 

 ストーリーをわざわざ書き出すまでもなく有名な日本昔話ですが、こんなに残酷な話だったことに驚き

ます。冒頭のタヌキの悪口も今どきでは普通ですし、怒るおじさんが短絡的と思われます。すばしっこい

タヌキをいとも簡単にとらえるところも驚きですが、つるしておくなどというのは今時であれば動物虐待

に問われかねません。爺さんに分が悪い。 

縄を解くおばあさんが今時でしょうね。さらに言えば、“殺し”をやってしまったタヌキも今どきの切れ

たイカレタやつですよ。これは、だめなことだと教えるためにわざと残酷にしているのでしょう。 

後で、ウサギがかたきを討つというのは、いかにも“時代”です。しかも爺さんから恩を受けていたウサ

ギということもわかりますが、この手口はプロの殺し屋です。 

 食への執着がうかがえる物語です。 
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抗がん剤を安く作るのに役立つ、ゆで卵を生卵に戻す研究 

カルフォルニア大学アーバイン校の研究者が、加熱した卵白を生の卵白に戻す方法を発見しました。一体、そんな

事が何に役に立つのかと思われるかもしれませんが、実はこれは素晴らしい可能性を秘めています。抗がん剤や

その他の高価な薬剤を、低コストで作ることにつながるからです。（ギズモード・ジャパン）  

 

フランス国鉄のリヨン駅構内に駅弁売店がオープン 

パリにあるフランス国鉄のリヨン駅構内に１日、同国内で初の駅弁売店がオープンした。 

ＪＲ東日本の駅弁販売を請け負う日本レストランエンタプライズ（ＮＲＥ）が開業した。 

４月30日までの２カ月間、幕の内弁当や助六ずしなど５種類を販売する。箸も提供する。価格は８〜１５

ユーロ（約９８０〜１８５０円）。 

 フランスでは健康面と節約の観点から日本式の弁当が「ＢＥＮＴＯ」として人気だ。売店は昨年１２月

に開業予定だったが、同11月のパリ同時多発テロで延期になっていた。 

 弁当は駅弁専門の調理師が技術指導し、現地で製造している。ご飯とおかずを一緒に食べる習慣がない

フランス人向けに、味付けを薄くするなど工夫したという。 

同駅は長距離を走る高速鉄道「ＴＧＶ」の発着駅。ミカエル・ラノワ副駅長は「一つの箱に彩り豊かな

料理が詰め込まれているのが美しい。１日約１０万人が利用するシンボル駅に置くことで日本の素晴らし

い食文化を広められれば」と話した。 

 オープン前から列に並んでいたネイマ・ライブさん（３５）は「ＢＥＮＴＯという言葉は定着しつつあ

る。本物の日本の味を知りたくて買いに来た」と話した。（毎日新聞ＮＥＷＳ）（3／3） 

Q; プリン体って何？ プリンの原料じゃないの 

A; プリン体の名前の由来は、ラテン語で「核酸代謝物」という意味の「プリンヌクレオチド」から来てい

ます。お菓子のプリンとは何も関係なかったんですね！ 

いつも悪者のように言われているプリン体ですが、実はＤＮＡを作っ

ている成分の一つで、人間が生きていく上で必要不可欠なものです。

エネルギーの源でもあるので、身体の中で毎日作られており、ほとん

どの食品に含まれているそうです。 

プリン体は体内で分解されて、尿酸になり、尿酸プールに貯められて

最終的には尿と一緒に排泄されます。このバランスを保つことが、 

健康には大切なんですね。 

（株式会社 明治「明治プロビオヨーグルトPA-3」HPより） 

 ・・・日本昔話が突然出てきましたが、いつごろから語り継がれているのでしょうか？日本独特の

物語で人間と動物が同じ世界として出てきます。おおむね、食物の取り合いであったり、食のありかの縄張り争

いのような展開になっていることに気が付きます。他には『おむすびころりん』の物語なんですが、興味ありま

すね。本当はこちらが食育的には面白いテーマが含まれているのですが、またの機会にお話するとしましょう。

今回のお話は、昭和60年発行の学研「名作百科 日本のむかし話」をテキストに。私風に語り口を変えています

が、ストーリー展開は変えていません。 


